
2020年アジア・ターニング・ポイント説 浦崎太郎（2012.1.15.広島）資料　p.1/11

狗
奴
国
と
交
戦

倭
王
権
誕
生（

不
安
定
）

前
方
後
円
墳

210頃

247

270頃

907

鎌
倉
幕
府

承
久
の
乱

時
頼
時
代

1192

1221

1333 1408

信
長
上
洛

関
ヶ
原
合
戦

家
光
時
代1568

1600 1688 1745

（
不
安
定
）

（
不
安
定
）

奈良・平安秩序

鎌倉・室町秩序

織豊・徳川秩序
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社会が盤石の安定期を迎えるのは

新秩序成立から約60年後である

日本史に登場した社会秩序の興隆期に注目する
と，どの秩序でも新秩序成立から約30年後に「揺り
戻し」的な不安定期を迎え，さらに約30年かけて社
会秩序の骨格が盤石になるという共通性をもって
いる。すなわち，新秩序が成立してから社会が盤
石の安定期を迎えるまでには約60年の歳月を必
要とする。

８００年（準備期） ８００年（文明期）

古今東西の歴史は1600年の周期性をもっている
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5世紀はアジアの枠組みが固まった特殊な時代だった

21世紀には再びアジア新千年の枠組みが固まる

新千年の栄光と繁栄のためには，日本もまた2020年までに新秩序を建設する必要がある
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日本をはじめアジア各国が今後千年以上にわたってエネルギーを文
化創造に向けていけるようにするためには，21世紀の終わりまでに安
定・成熟した国内秩序や国際秩序を確立する必要がある。

例えば，5世紀に政治的・社会的・信仰的に統一されていた日本では
後に文化が咲き誇り，三国鼎立の韓国では対立の解消に莫大なエネ
ルギーを必要としたために文化が十分に開花しなかった。
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2020年までに
建設できればベスト！

アジアの枠組みが固まる100年

（過渡期）

外来文化への
｢置換｣が起こった

（480～500年の状態で固定された形跡がアジア各地にあり）

どんなに遅くとも
2040年までに！

（周期がジャスト1600年ならば2080～2100年に固定作用が働く）

（周期の精度は追検証の余地あり）
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図３．漢文読み下しの独創性

Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

漢文の読み下し法は古代日本人による独創的産物であった。参考までに，ハングルの創造は14世紀である。
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大和言語の不動的地位かな文字と
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の発明と普及
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Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.

図４．「５世紀はアジアの枠組みが固まった特殊な時代だった」という仮説の誕生
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図６．奈良･平安秩序とイスラム帝国秩序の相違点
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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図８．中国史とヨーロッパ史の関係
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図９．文明サイクルの「二極対立・周期交代」構造
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. ただし「二重らせん構造」の図は 村山節著『歴史の法則と武装中立』新人物往来社 を基本に作図した。
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林英臣著『文明法則史学入門』そふと研究所，同『中国文明興亡史』博進堂，および，服部匡成・中村仁音の研究成果を基本に作図した。

↑ 村山節の著書より引用

↓ 浦崎説



2020年アジア・ターニング・ポイント説 浦崎太郎（2012.1.15.広島）資料　p.9/11

西暦紀元

封建社会･
文化創造低調

400 800 1200 1600 2000

元

三国時代

新羅

高句麗

百済

（
馬
韓
）

（
辰
韓
）

（
弁
韓
）

伽耶
後
百
済

後
高
句
麗

渤海

新羅秩序

貴族連合体

（十分発達できず）

‘三国’という枠組みで固まった社
会的枠組みをうち破るのに莫大な
エネルギーを浪費した。

後継秩序なし

後三国

潜在的枠組みが表面化

すぐに再生

残り火再燃

対立意識（今日まで）

図１０．文明サイクルと韓国における歴史展開
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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図１１．文明サイクルと日本における歴史展開
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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図１５．日本史において５世紀を通して維持された要素
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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図１４．今日と奈良時代の類似性
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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図１６．「清める文化」と日本文化
Copyright(C) 2002, by Taro URASAKI. All Rights Reserved.
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